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内
容要
旨
 最近,精神疾患々者の社会精神医学的側面に強い関心が持たれるように左り,諸外国に於ける
 この方面の研究が多い。我国に於いても少なぐ遊吟が,特にてんかん患者については若干の報告.
 が散見されるのみである。今回著者は,てんかん患者の社会精神装学的研究の一段階として,て
 んかん患者の社会生活の実態の把握と同時に,てんかん患者の社会生活を障害する諸因子の追求
 を試みた。研究対象の症例は,現在通院中の15オ以上のてんかん患者51て例である。臨床疲・
 状に加えて,各種の社会精神医学的質問事項を記載した調査表を作製した。そしてその記載に基
 づいて追求したのであるが,その際,患者及び患者の家族に直接面接し,正確左結果を得るよう
 につとめると同時に,より具体的潅実生活での問題点をも明らかにしょうと試みた。調査項目は
 多岐に亘るが,臨床症状とぐに治療予后,さらに家庭・職場での問題に焦点を絞り,患者自身及
 ぴ外部生活環境に起歯すると考えられる大別2問題について分析を行なった。それを更に就職群,
 朱就職群・学生群の5群に分けて検討した。この結果は以下の如ぐである。
 A)患者自身の問題
 1)就職群での発病年令の平均は17オ,未就職群14オ,学生群10オである。2)発作型を
 痙攣群・非痙攣群・混合群に分けて検討したが,就職群・未就職群・学生群の間に明らかだ差は 震
 認められなかった65)発作頻度でも,就職群・朱就職群・学生群の5者問に明らか左差は認め
 られない・4)学業成績では,未就職群では上のものて0%弱で最低,逆に下のものが40%で
 最高値を示した。就職群・学隼群では上が1フ%・20%,下が25%・32%であった。
 5)転職経験を有し左いものは,就職群で58%,来就職群で69%である。未轍燃励・ら就
 職しない,または出来ないものが多い。一樹群にあっては,常に転職または失職の危険にさらされている
 とと力三分つ魅6)実生活の中で。てんかんと.いう疾患に明らかに起因すると考えられる「悩み」を
 抱いているものは,全体で57%で大半を占める。未就職群では68%と最も高ぐ,つhで就職
 群>学生群の順にたっている。これを内容別にみると・てんかんという疾患名それ自.体で悩んで
 いるものが,3群何れでも最も高ぐ,朱就職群よりは学生群にそれが目立っていることが注目さ
 れる。社会の無理解を悩んセいるものは。学生群・就職群に多ぐ,しかも男性にそれが明らかで
 ある。結婚問題も,就職群で男女とも約20%に問題があるが,未就職群で男より女が明らかに..
 多いのが目立つ。7)将来に対する希望では,就職群撃未就職群に明らか左差は認められ液いが,1
 いづれでも90%近ぐが,何等かの積極的な希望を持っている。8)友人に対する態度では,就
 職群・学生群いづれでも,80%以上が普通の態度である。一方,未就職群に於いては,45%至
 が普通の態度,残りの55%は内閉的なもの45%,消極的左もの5%強であった。9)世間に対.
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 する態度では,就職群・学生詳聞咋は大差ないが,未就職群では5b%強が普通の態度であるが,
 鼻他は内閉的が25薇,消極的が12%で,一他の2群より高かった。10)家族に対する態度では,
 就職群では普通92%,学生群では81%と高いが,未就職群では68%とや、低ぐ,攻撃的が
 9%,消極的が8%となっている。
 .B)患者の外部生活壌境の問題
 1)雇主が最初から本人が病気であることを知っているもの59%,現在も知らなhもの45%,
 途中で知ったものて8%であった。2)雇主の本人に対する態度では,.同情的が44%,不関的
 が45%と大部分を重め,他は冷淡5%,中庸5%,拒否的1%であった。、5)家族の笹問に対
 する態度では,就職群・学生群では50%以上が普通の態度である。たyし未就職群では普通の
 態度が50%で,他群に較べると極めて少ない。逆に「恥しい」と思っているもめは,'未就職で
 は・70%近ぐの値を示し,就職群の約'2倍に近い。4)家庭環境及び家庭の経済状態、では,,就職
 群・未就職群・学生群の5群間に明らかな差は認められなかった。5)職場に於ける問題では,
 発作に起因すると考えられるものが65%で大半を占める。性格的なものによるのが1・5・%,一
 人前の労働能力がなくて困るというもの10%,上役に対し遠慮勝ち過ぎて困るというもの5%・一
 セあった。6)職場に対する要望としては,rてんかん憲者の気持をよぐ理解して欲しい.」が
 59%で圧倒的に多い。次に昇給希望が17%,r事務的な仕事に就かせて欲しい」が15%,
 労働時間の短縮希望が15%ガ「発作があるという理由で解嘱しないで欲しい」及び「特別扱い
 をしないで欲しい」が4%づつであった。・
 さて'・以上鰭所見罐にして・次のように考察し渇す勧ち・鯨てやん儲の社髄
 応を困難にナる要因は主として患者側峰あると云われているが,然しこれまで患者側の問題と考
 えられていたものの中には,必ずしもそうとは云えないものがあることが明らかになった。この
 場合,社会生活環境の一つである世間の人々がてんかん患者を如何に考えているという要因が,
 とくに重要な問題である。そしてそれが患者の性格形成や心因性の精神症状にも結び付ぐと推察
 されるδ何れにしても,てんかん患者が日頃てんかんという疾患に悩みを抱き,それから派生す
 る種々な社会的苦悩を背負って生活していることが,本研究によってより明瞭になったと云えよ
 う。発作自体及びてんかん性の性格変化などが,患者の社会生活に障害を及ぼすことは勿論であ
 るが,.たとえ発作が消失したとしても,自分がてんかん患者であるという意識は消え去らず,世
 間からの精神的圧迫に悩まされているもの,あるいはそのよう・に感じているものが,現在脈.寿い
 でもなま湘当数存在すると云ってもよい。このことは独り患者のみならず,社会問題としても取
 上げられて然るべきであろう。こ＼に於いて薬物療法の推進と共に,患者に対する多くの人々の
 理解ゼそしていまだに残存・低迷している社会の偏見の除去が,てんかん患者の治療に当って必
 要であることを結論とするものである。
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 審査結果の要旨
 近時,諸外国にカいてはてんかん者の社会精神医学的研究が盛んに蔚し進められているが,何
 故かわが国ではか、る'面への関心はいま尚うすい。こ』に牽いて著者は,その研究の→環として,
 てんかん者の社会生活面の実態の把握と,彼らの社会生活を瞳害する諸因子の追究を試みたので
 あるが,本論文では患者自身の問題と患者の外部生活環境のそれとに焦点がしぼられている。
 被検者け13才以上のてんかん者311例で,アンケートを配ると』.もに患者ならびにその家
 族に面接し,正確を期している点け,一般の調査態慶と異る点である。
 、患者自身の問題としては,発病年令,発作型,発作頻度,学業成績,転職,実生活上の悩み,
 将来への希望,友人への態度,世間に対する態度,さらに家族に対する態度が追究されている。
 また一・方,患者の外部生活環境の問題としては,雇主の病気認知,雇主の本人に対する態度,家
 族の世間に対ナる態度,家庭環境・豪族の経済状態,職場に於ける障害と要望などが検討されて
 いる。そして学生・就職・未就職の5群に被検者を分け,それぞれの検討成績を比較している。
 それらの所見を遂一記載することを止め,所見を総合した締斜て目を転ずると,翁よそ次の通
 りである。すなわち,てんかん者の社会生活への適応を困難にする要因は,従来は愚者側にある
 とみられていたが,本研究によると,患者側の問題と考えられていたもの』中剛・ずしもそうで
 はない点が見出されたこと,特に社会生活環境のひとつである世間の人々のてんかん病観念が重
 要た一因子であることが特記される。しかしまだ,その一方では,てんかん者が日頃その疾患に
 罹患していることに対する悩みを抱き,それから派生する種々の社会的苦悩・負担をもつことも
 明らかとたっている。従って日々治療の場にあっては,現今た卦残存,低迷している社会のてん
 かん病への偏見の除去が必須であることは論を委た左いという著者の見解は,こ㌧に完全に理解
 されるところである。
 以上,てんかん患者の自他ともどもに根ざす環境的要因を分析し,その社会生活適応へ4〉足場
 を提供した本研究の価値は大きい。
 よって,こ』に学位授与に値するものと認める。
 一喋56一
4
